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論文内容要旨

 石灰質殻をもつナンノプランクトンは石灰質ナンノプランクトンとよばれ,その大部分は黄色植

 物門Chry80phyta,黄色鞭毛藻Chry80phyceaeのGocco⊥i七hophorale8に属

 する。石灰質ナンノプランクトンの石灰質殻はココリスとよばれ,化石として海底堆積・物中に豊富

 に保存され,石灰質軟泥の形成に重要な役割を果している。石灰質ナンノプランクトン化石は,そ

 の汎世界的分布,堆積物中における豊富な産出および急速な系統進化とあいまって,古生物学的な

 地層の対比に重要な役割を果す化石群の～つとして,最近とくに注目をあびている。

 本論文ではブィ1」ピン海より採取した深海底コア(ラモントdアV21-98)中の石灰質ナン

 ノプランクトン化石群集を光学顕微鏡および電子顕微鏡を用いて検討し,従来新生界最上部から報

 告された群集の地央的変遷と同一の変化を確認した。本コア中に認めた石灰質ナンノプランクトン

 化石の系統発生および群集変化をもとに,これと共産する二,三の浮遊性有孔虫化石の特徴をあわ

 せ考察して,耕生界最上部に下位よ,上位へ次のような8化石帯を設定した。

 R¢島0泌0∫eπ83孟丁α'1ρ3¢認0肱肌ゐ露乞0α帯:R.P3錫do%肌尻∠乞0αの消滅およ
 び・P3ε認。卿一言απ乞α♂αo防π03αの出現する層準より下位。

 5pん6π0∠甜ん鉱3α尻83帯.:R。p3餌40弘那6乞亮0αの消滅およびP、1α0㈱03α'出
 現の層準より5.α加ε3の消滅する層準まで。

 1万300α3`¢γp2π五αTαゴ乞¢施3帯:5.αゐ亮3の消滅の層準よりGεpんyTOOαp3α

 ooεαπ乞。α出現の層準まで。

 1万300α3甜γゐro乱ωer乞オτ琵んα∠彪3帯:0.00εαπ乞0α出現の層準より4乞3-

 ooα3加丁消滅の層準まで。

 P3%40ω短♂乞απ彪イα0ωπ03ω帯:♂乞300α3翻τ消滅の層準よりP.イα0乱π03α

 消滅の層準まで。

 02pんyroO¢p3α00εαπ乞0α帯:P.♂α0面π03∂消滅の層準よりU耽加イ∠03pんα¢rα

 甜τεg%イατ言3出現の層準まで。

 U肌6¢∠∠03pんαεγαεγT¢g泌αγ乞3帯:U.乞rT8gω♂α7"出現の層準より

 E肌記彪π短加必宛y舌出現の層準まで。

 E濡一言α偏αん耽宛y包帯:E・ん乱冨εy乞出現の層準より上位。

 この化石帯をわが国の太平洋岸に発達する新生界最上部の地層に適用して次の結論を得た。

 喜界島の早町層はρ乞300α3孟εγPεπ6α丁αd乞α加3帯上部から1万300α3加丁

 ゐTO葛ωε琵6r琵んα∠∠乱3帯に相当する。高知県の登層は0乞300¢3惚7p餓施γα一

 4'乞α謡3帯中,上部に相当する。静岡県相良地域の堀之内層はR撹乞。泌。∫ε形3翻α

 P3臨do葛配加亮0α帯から1万300α3加τPεπ雄丁α4ぬ謡3帯に相当する。房総半島中

 央部の上総層群は・P3側己。¢痂亮απ詔砺。%π03α帯に,また銚子地域の名流層かう豊里届
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 にいたる整合一連の地層はf万300α3匠eγ1⊃2厄αγα己乞α翻3帯上部からGゆんンγooαp3α
 ooeα幅。α帯に位置する。

 従来,いわゆる鮮新'統r更新統の境界とされた4星300σ∠齢絶滅の層準は,石灰質ナノノプ

 ラノクトノ化石により更新統基底の模式地である南イタ11アleG払s七el!a地域のPliocene

 Superioreの最⊥部に対!・ヒされる。この層準は房総半島における黄和田層ないし黒滝層に追跡

 されるが,これは従来の考え方と著しく異なるばかりでなぐ,すでに公表された古地磁気層序の結

 果とも予盾する。

 以上の如く石灰質ナノノブランクトン化石帯区分ρ結果は鮮新統一更新統境界に関し改めて問題

 を提起することになった。この問題解決のためには将来地球化学的手段を含む多角度的検討が必要

 である。

 なお本論文の巻末に,同定した石灰質ナンノプランクトン化石全種の電子顕微鏡写真を示した。
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 論文審査結果の要旨

 高山俊昭提出の論文はμ本邦太平洋岸,新生界最上部の石灰質ナンノプランクトン化石につい

 て"と題して,八章からなっている。

 第一章緒言,第二章謝辞,第三章研究史に沿いて,石灰質ナンノプランクトン化石の研究史につ

 いて論じている。特に,同植物化石の研究は光学顕微鏡観察より電子顕微鏡観察によるものへと進

 んできている。現在では一般的に光学顕微鏡によって作られた試料を電子顕微鏡によ一て観察され

 ている。研究の対象資料は現世のものと化石のものから,深海底ボーリングコアに含まれるものへ

 と発展してきている。特に微化石によって地質時代の決定,地騒の対比及び古生態に使用されてい

 ることを述べている。鍵四章試料では,研究試料はラモント深海底コアV21-98(北緯23。

 06,,東経134。26ノ,フィリッピン海,水深2134m,コアの長さ517cm),イタリーle

 eas七el⊥a,鹿児島県喜界島,高知県登,静岡県相良,並びに南関東に発達する新生界最主部
 の地層から得られた石灰質ナンノプランクトン化石を使用したことを述べている。第五章研究方法

 で嫡光学顕微鏡のための処理方法,電子顕微鏡めための処理方法の二つを用いて,3500乃至

 28000培率で観察により石灰質ナンノプランクトンの研究を行なったことを述べ,研究は植物

 分類学,層位学,堆積学及び古生態学にわたっている。各種の地質時代的分布並びに地理的分布も

 研究されている。第六章は各論で,先述の六つの地域より得られた資料について第五章で述べた方

 法で研究を行なった。特に注目すべき点はラモント深海底コアの・研究である。本コアを四分し10

 cm毎の層位間隔で厚さ1cmの試料を切りとり,52個の試料を光学顕微鏡,電子顕微鏡によって

 検討を行なった。

 このコアに沿ける石灰質ナンノプランクトン化石は下記の八化石帯に区分することに成功した。

517-480cm Rε古記。認。∫6πε3オγαP3脳己。葛況玩舜。α帯

 Spん¢πo∠話加3α屍ε3帯
 D乞300α孟召TPにπ孟αγα己乞αオ払3帯
 1万300α孟εTゐτ0乱ω2γ言置丁猛んα♂イ%3帯

 P3ε乱40επ乙甜乞απ乞α∠αo脚し03α帯

 08PんyTooαP3αooεαπ乞。α帯
 Uη加∠∠03Pんα召γ・α乞rτ召9%∠ατ乞3帯
 E了庇6乞απ担ん乱卯∠εy包帯

480-440cm

440-240cm

240-220cm

220-60cm

60-40cm

40-Ocm

σCm

 上に述べた各化石帯は化石が豊富に産するもの,初めて出現するもの,蔚よび消滅するものによ

 って特徴づけられている。このラモント深海底コアに識別した化石帯はLeGa8七ena,喜界

 島,高知,相良,南関東にも発見されたことを述べている。第七章は化石層位学的分帯の章で,石
 灰質チンノプランクトン化石の地質時代的垂直分布について詳論し,浮遊性有孔虫化石との関係に

 ついても論じている。特に注意されている点は各種の消滅並びに出現の履準であってこれを基準に
 各地域との対比が可能であることを論じている。
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 第八章の考察では,石灰質ナンノプランクトンむよぴ浮遊性有孔虫の出現・消滅の時期について

 検討ら両者とも赤道地帯に広く分布することを確認している。これらの化石の地質時代的地理

 的分布により新生界最上部の鮮新世一更新世境界について,赤道地帯内の主な地域との対比を行な

 って1ハる。

 発表ずみ論文七篇あるカ～いずれも本研究に重要なものである。よって高山俊昭提出の論文は学

 位論文として合格と認める。
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